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　茨城大学図書館では、これまで新入生のための図
書館利用ガイダンス、大学院修士課程での学術情報
リテラシーの授業、一般市民への図書の貸出、公共
図書館との相互貸出、所蔵史資料の公開展示などを
積極的に行ってまいりました。このような成果を評
価していただき、茨城大学図書館本館は、３０年ぶり
に新館を建設、ならびに既存の建物の耐震改修を行
うこととなりました。
　新館にはラーニングコモンズ、グループ学習室、
パソコンコーナー、研究発表や講演会用のライブラ
リーホール、ライブラリーカフェなどが設けられ、
既存の図書館には明るい閲覧室、研究ブース、収蔵
力をアップした集密書庫や展示室と収蔵庫などがで
きます。明るく開放的で、使いやすく快適な空間を
提供できるようになります。
　もちろん、これまで図書館職員が取り組んできた
サービスも維持し、とりわけ「学習支援」をテーマ
に、工学部分館・農学部分館においても、図書や雑
誌の検索方法、電子ジャーナルやデータベースの利

用法はもとより、
レポートのまとめ
方までの講習会
を、さらに充実さ
せたいと思ってお
ります。
　平成２６年４月の
リニューアルオー
プンには、「写真
でたどる茨城大学
史」を展示する予
定です。同窓会の
皆様には、大学内
で撮影した学園祭
やサークル活動、研究室での実験中などの写真をお
持ちでしたら、ぜひ図書館利用支援係（電話：０２９－
２２８－８０７６）までお知らせください。複写した後、お
返し申し上げます。ご協力の程、お願い申し上げま
す。
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茨城大学図書館長　小野寺　淳
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〒３１０－８５１２　水戸市文京２－１－１
電話：０２９－２２８－８００７　FAX：０２９－２２８－８０１９

茨城大学HP
　http://www.ibaraki.ac.jp/
茨城大学同窓会連合会HP
　http://www.ibaraki.ac.jp/generalinfo/alumnus/union/

名誉会長　池　田　幸　雄（ 茨 城 大 学 学 長 ）
顧　　問　田　代　尚　弘（ 茨 城 大 学 副 学 長 ）
顧　　問　神　永　文　人（ 茨 城 大 学 副 学 長 ）
会　　長　臼　井　敏　雄（ 多 賀 工 業 会 会 長 ）
副 会 長　土　田　惣　一　（文理・人文学部同窓会会長）
副 会 長　堀　川　賢　壽　（ 教育学部同窓会会長）
副 会 長　久保田　益　充　（ 理学部同窓会会長 ）
副 会 長　赤　塚　尹　巳（ 農学部同窓会会長 ）

代表幹事　大　貫　　　仁　（多賀工業会理事、幹事長）
幹　　事　糟　谷　政　和　（文理・人文学部同窓会幹事長）
幹　　事　佐　藤　瑛　一　（教育学部同窓会幹事長）
幹　　事　山　村　靖　夫　（理学部同窓会常任幹事）
幹　　事　栗　原　和　美（ 多 賀 工 業 会 理 事 ）
幹　　事　黒　田　久　雄　（ 農学部同窓会幹事長 ）
会計監事　長谷川　守　文　（ 農学部同窓会幹事 ）
会計監事　佐久間　　　隆　（理学部同窓会常任幹事）
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　今年度より、同窓会連合会長は、工学部卒業生の
臼井敏雄様となりました。今までの２年間運営にあ
たられました前同窓会連合会久保田会長および佐久
間代表幹事には厚く御礼申し上げます。
　大変厳しく、住みにくい世の中になっておりま
す。アベノミクスにより日本の経済が上向き、災害

復興が一段と進むことを期待します。世に有為な人
材の輩出と独創的研究成果の発信とを通して、本学
は、活気と希望に満ちあふれた日本の再構築に寄与
して行く義務があります。
 （平成２５年３月　大貫　　仁）
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　第７回総会にてご承認をいただきました「茨城大学社会連携事業会」への寄付については、遺漏なく執
り行いましたのでご報告いたします。今後の茨城大学の諸活動に少しでもお役に立てれば同窓会連合会と
しても幸いに存じます。
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茨城大学 理事・副学長（学術）

神永　文人

春の風景“阿見キャンパス” 再建された茨城大学五浦美術文化研究所“六角堂”

　同窓会会員の皆様には日頃よ
り茨城大学の教育と研究の発展
のために多大なる御支援を賜っ
ておりますこと、厚く御礼申し

上げます。
　現在茨城大学は、今年６月に政府から発表されま
した「大学改革実行プラン」を意識しながら、さま
ざまな改革を行っているところですが、その１つと
して、大学および各学部の「ミッションの再定義」
に取り組んでいます。
　そのミッションの重要な視点として、大学憲章に
も謳われているように、「地域から信頼される大学
を目指す」を挙げることができます。そのための具
体的行動として、社会・地域連携活動を今以上に活
発に効果的に展開する必要があります。これまで
は、共同・受託研究や講演会・講習会などを通じて
の研究成果の発信により地域に貢献することが主で
あったと思います。これまでの貢献活動に加えて、
地域と一緒になって連携活動を行い、大学も地域も
共に発展していくことが重要であると考えていま
す。また、現在求められている学習意欲向上や主体
的学習という観点でも、学生を巻き込みながら教育
にフィードバックする連携活動を実施することも必
要です。社会・地域連携を展開する点で、広い情報
網やネットワークを持っている連合会に期待すると
ころは非常に大きいと思います。社会・地域連携に
関して、今後皆様のご助力をお願いするかもしれま
せんので、その節には、ご協力のほどよろしくお願
いいたします。

　茨城大学同窓会連合会会長

 臼井　敏雄
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　　平成２４年１０月の茨城大学同
窓会連合会の第７回総会におい
て、久保田益充前会長の後任と
して会長に指名されました多賀

工業会（工学部同窓会）会長の臼井敏雄です。その
責任の重さを痛感しているところでございます。よ
ろしくお願い申し上げます。
　本会は各学部の全同窓会と地域や職域の同窓会が
連携・交流することにより、全員が茨城大学の卒業
生であることを自覚し誇りを持ち、ひいては茨城大
学の発展に寄与することを目的としております。　
　一昨年の東日本大震災では、茨城大学は工学部を
はじめ各所で大きな被害を受けましたが、現在は順
調に復旧されました。この間ご尽力いただいた教職
員の皆さんや関係者の皆様に心から敬意を表したい
と思います。また、北茨城市五浦にある茨城大学管
掌の「六角堂」の再建は茨城の復興のシンボルとし
てマスコミで大きく取り上げられました。
　現在茨城大学では地域振興と社会貢献を重要視し
て運営されています。これらをより具体化して行く
段階では卒業生が係われるテーマが数多く存在する
と思われます。そのためには大学側との情報交換を
密にしていくことが必要不可欠であります。本会が
その橋渡し役を担えるようになれれば嬉しい限りで
あります。
　引き続き会員皆様のご理解とご支援をよろしくお
願い申し上げます。
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　平成２４年１０月６日（土）、茨城大学茨苑会館において
第７回茨城大学同窓会連合会総会が開催されました。
　総会は、久保田会長の挨拶に始まり、３つの議事 
①平成２３年度事業及び会計報告 ②平成２４年度事業
計画及び予算 ③平成２４･２５年度役員 について、佐
久間代表幹事及び事務局から説明があり、審議の結
果、満場一致で承認されました。また、各学部同窓
会から活動報告がありました。
　総会後には、会場を茨苑会館「レストランSHIEN」

に移して懇親会が開催され、茨城大学同窓会連合
会、各学部同窓会、職域・地域同窓会及び茨城大学
関係者、総勢３８名が出席し、臼井新会長及び池田学
長の挨拶、神永副学長からの大学の近況報告、並び
に職域・地域同窓会からの活動報告など、終始和や
かに情報交換を図ることができました。
　最後は、参加者全員で茨城大学校歌を斉唱し、今
後も同窓会と大学が密接な連携を保ちながら活動し
ていくことを祈念して、閉会となりました。

摘　　　要開催場所等事　　業　　項　　目年 月 日
茨苑会館集会室・レストランSHIEN第７回同窓会連合会総会・懇親会Ｈ２４／１０／６（土）

５万円を寄贈「茨城大学社会連携事業会」へ寄付Ｈ２４／１０
①会報（第７号）の発行について
②同窓会連合会第７回総会報告について

事務局第２会議室第２２回同窓会連合会幹事会Ｈ２４／１２

同窓会連合会会報「第７号」発行Ｈ２５／３
①同窓会連合会事業活動について事務局第２会議室第２３回同窓会連合会幹事会Ｈ２５／６
①大学に係る近況報告等について
②各同窓会からの近況報告・要望等について

事務局第３会議室同窓会連合会と茨城大学役員との懇談会Ｈ２５／７

①同窓会連合会第８回総会・懇親会について
②平成２４年度事業・会計報告（案）及び 
　平成２５年度事業計画・予算（案）について

事務局第２会議室第２４回同窓会連合会幹事会Ｈ２５／８

①平成２４年度事業及び会計報告について
②平成２５年度事業計画及び予算について

茨苑会館会議室第２５回同窓会連合会幹事会Ｈ２５／１０／５

平成２４年度事業計画

＊Ｈ２５／１０／５（土）；第８回同窓会連合会総会・懇親会（予定）

支　　　出収　　　入
摘　　　要支出済額支出見込額事　　項摘　　　要収入済額収入見込額事　　項

郵送切手代等
会報（第６号）５，５００部

第６回懇親会経費
大学役員との懇談会経費
茨城県庁茨城大学同窓会費
六角堂等復興基金への寄付

円

５，６８０
１１５，５００

０

１２２，５００
４５，１７０
１０，０００
１００，０００

０
 

３９８，８５０

円

２０，０００
１５０，０００
５０，０００

１８０，０００

５０，０００
１００，０００
８９９，１２３

１，４４９，１２３

１　管理費
　�　通信費
　�　印刷費
　�　事務費
２　事業費
　�　会議費

　�　交際費
　�　寄附金
３　予備費

　　合　　計

同窓会連合会会費
（＠５万円×５学部同窓会）
 
同窓会連合会第６回懇親会費
（＠３千円×３６名）

円
１，０７８，９２３

２５０，０００

１０８，０００

１７０

１，４３７，０９３

円
１，０７８，９２３

２５０，０００

１２０，０００

２００

１，４４９，１２３

１　繰 越 金
　
２　会　 費
　
３　事 業 費
　
４　預金利息
　

合　　計
［収入］１，４３７，０９３円－［支出］３９８，８５０円＝［残額］１，０３８，２４３円（平成２４年度へ繰越）

平成２３年度収支決算

摘　　　要開催場所等事　　業　　項　　目年 月 日
茨苑会館集会室・レストランSHIEN第６回同窓会連合会総会・懇親会Ｈ２３／１０／１（土）

１０万円を茨城大学長へ寄贈学長室「茨城大学の岡倉天心記念六角堂等復興基金」へ寄付Ｈ２３／１２／１５（木）
①会報（第６号）の発行について
②同窓会連合会第６回総会報告について

事務局第２会議室第１８回同窓会連合会幹事会Ｈ２３／１２／１５（木）

発行部数：５，５００部同窓会連合会会報「第６号」発行Ｈ２４／３
①同窓会連合会事業活動について事務局第２会議室第１９回同窓会連合会幹事会Ｈ２４／６／１５（金）
①大学に係る近況報告等について
②各同窓会からの近況報告・要望等について

事務局第３会議室同窓会連合会と茨城大学役員との懇談会Ｈ２４／７／２５（水）

①同窓会連合会第７回総会・懇親会について
②平成２３年度事業・会計報告（案）及び
　平成２４年度事業計画・予算（案）について

事務局第２会議室第２０回同窓会連合会幹事会Ｈ２４／８／３（金）

①平成２３年度事業及び会計報告について
②平成２４年度事業計画及び予算について

茨苑会館第２１回同窓会連合会幹事会Ｈ２４／１０／６（土）

平成２３年度事業報告

支　　　出収　　　入
摘　　　要２４年度予算額２３年度決算額事　　項摘　　　要２４年度予算額２３年度決算額事　　項

郵送代等
会報（第７号）５，５００部
各種消耗品等

懇談会等経費
職域同窓会総会等経費
茨城大学社会連携事業会への寄付
（平成２３年度は六角堂等復興基金への寄付）

円

１０，０００
１５０，０００
１０，０００

１８０，０００
５０，０００
５０，０００
９５８，４４３

１，４０８，４４３

円

５，６８０
１１５，５００

０

１６７，６７０
１０，０００
１００，０００

０

３９８，８５０

１　管理費
　�　通信費
　�　印刷費
　�　事務費
２　事業費
　�　会議費
　�　交際費
　�　寄附金
３　予備費

合　　計

同窓会連合会会費
（＠５万円×５学部同窓会）
　
同窓会連合会懇親会費
（＠３千円×４０名）

円
１，０３８，２４３

２５０，０００

１２０，０００

２００

１，４０８，４４３

円
１，０７８，９２３

２５０，０００

１０８，０００

１７０

１，４３７，０９３

１　前年度繰越金

２　会 費 等

３　事 業 費

４　預金利息

合　　計

平成２４年度予算
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　理学部同窓会では、年度初めの幹事会で活動計画
を決め、常任幹事会が年４回会議を開いて計画の
実施に当たっています。主な活動の一つは、年１回
の同窓会会報の発行で、大学・理学部の近況を伝え
るとともに学生・同窓生のコミュニケーションを
推進するうえで大切な役割を果たしています。昨
年秋には１５号が発行され、約３０００人の同窓生に送
付されました。また、同窓会ホームページは平成
２２年にリニューアルされ、会報と並んで会員同士
のコミュニケーションに貢献しています（URL: 
http://dousoukai.sci.ibaraki.ac.jp/）。在学生と卒業
生との交流のために、平成１８年度に「在学生との交
流推進委員会」を設置し、在学生による会報への寄
稿、各界で活躍する同窓生による講演会などを行っ
ています。理学部同窓会には京水会（東京）などい
くつかの支部があり、各地で活動しています。水戸

市とその近隣地区における会員同士の交流を推進す
るために、平成２３年６月に理水会が発足しました。
昨年の第２回理水会は、瑞宝中綬章を受章された理
学部同窓で茨城大学名誉教授・荷見守助先生の叙勲
のお祝いを兼ねて盛況な会となりました（写真は荷
見先生）。
　同窓会の活動には大
学と在学生、卒業生を
結ぶ架け橋としての役
割が求められていま
す。１５名の委員からな
る常任幹事会は、同窓
の方々を結ぶ絆であり
たいと思っています。

理学部同窓会常任幹事　山村　靖夫

　昨年７月に、文理・
人文学部同窓会の会長
に選任された、昭和４４
年卒の土田惣一です。
　我が同窓会も、他の
同窓会と同様、先輩・
同輩・後輩が、旧交を
温めると共に、内外の
諸問題を語り合う中
で、今社会から見直さ
れている「絆」を確か

め、強めていけるよう、総会や理事会等開催時の講
演＆懇親交流会に力点を置いて活動をしておりま
す。また、先輩・後輩の交流の架け橋の基とも言え
る卒業生名簿（平成２３年版）を発刊した他、同窓会
会報（毎年５月発行）が今年で第３０号を重ね、ホー
ムページも平成２４年にリニューアルをするなど、一
歩一歩ではありますが、情報交流の場の整備にも努

めているところであります。
　加えて、同窓会としては、学部・在学生が、地域
との結びつきを強め、在学生が活性化し、社会の中
でより存在感が高まるよう支援していくことも大切
でありますので、①学部及び地域の企業団体と共
同・協力をして頂き、「働く意義・学ぶ意味」をテー
マとした後期講座「地域連携論」を開講すると共に、
１１月には公開シンポジュームと就職模擬面接を行い
ました。②また、在学生の士気高揚と同窓会認知度
を高めるため、第２回目となる学生懸賞論文を募集
し、平成２４年１２月に表彰式（最優秀賞１名、優秀賞
２名、佳作３名）を行ったところであります。
　これからも、同窓生仲間の参加協力を増やしなが
ら、学部・在学生を支援する事業に、もっと工夫を
凝らし、少しでも学部・在学生が社会の中で存在感
を発揮できるよう寄与していく考えですので、引き
続きご指導ご支援をお願い致します。

文理・人文学部同窓会会長　土田　惣一
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　平成２４年１０月６日（土）、茨城大学茨苑会館において
第７回茨城大学同窓会連合会総会が開催されました。
　総会は、久保田会長の挨拶に始まり、３つの議事 
①平成２３年度事業及び会計報告 ②平成２４年度事業
計画及び予算 ③平成２４･２５年度役員 について、佐
久間代表幹事及び事務局から説明があり、審議の結
果、満場一致で承認されました。また、各学部同窓
会から活動報告がありました。
　総会後には、会場を茨苑会館「レストランSHIEN」

に移して懇親会が開催され、茨城大学同窓会連合
会、各学部同窓会、職域・地域同窓会及び茨城大学
関係者、総勢３８名が出席し、臼井新会長及び池田学
長の挨拶、神永副学長からの大学の近況報告、並び
に職域・地域同窓会からの活動報告など、終始和や
かに情報交換を図ることができました。
　最後は、参加者全員で茨城大学校歌を斉唱し、今
後も同窓会と大学が密接な連携を保ちながら活動し
ていくことを祈念して、閉会となりました。

摘　　　要開催場所等事　　業　　項　　目年 月 日
茨苑会館集会室・レストランSHIEN第７回同窓会連合会総会・懇親会Ｈ２４／１０／６（土）

５万円を寄贈「茨城大学社会連携事業会」へ寄付Ｈ２４／１０
①会報（第７号）の発行について
②同窓会連合会第７回総会報告について

事務局第２会議室第２２回同窓会連合会幹事会Ｈ２４／１２

同窓会連合会会報「第７号」発行Ｈ２５／３
①同窓会連合会事業活動について事務局第２会議室第２３回同窓会連合会幹事会Ｈ２５／６
①大学に係る近況報告等について
②各同窓会からの近況報告・要望等について

事務局第３会議室同窓会連合会と茨城大学役員との懇談会Ｈ２５／７

①同窓会連合会第８回総会・懇親会について
②平成２４年度事業・会計報告（案）及び 
　平成２５年度事業計画・予算（案）について

事務局第２会議室第２４回同窓会連合会幹事会Ｈ２５／８

①平成２４年度事業及び会計報告について
②平成２５年度事業計画及び予算について

茨苑会館会議室第２５回同窓会連合会幹事会Ｈ２５／１０／５

平成２４年度事業計画

＊Ｈ２５／１０／５（土）；第８回同窓会連合会総会・懇親会（予定）

支　　　出収　　　入
摘　　　要支出済額支出見込額事　　項摘　　　要収入済額収入見込額事　　項

郵送切手代等
会報（第６号）５，５００部

第６回懇親会経費
大学役員との懇談会経費
茨城県庁茨城大学同窓会費
六角堂等復興基金への寄付

円

５，６８０
１１５，５００

０

１２２，５００
４５，１７０
１０，０００
１００，０００

０
 

３９８，８５０

円

２０，０００
１５０，０００
５０，０００

１８０，０００

５０，０００
１００，０００
８９９，１２３

１，４４９，１２３

１　管理費
　�　通信費
　�　印刷費
　�　事務費
２　事業費
　�　会議費

　�　交際費
　�　寄附金
３　予備費

　　合　　計

同窓会連合会会費
（＠５万円×５学部同窓会）
 
同窓会連合会第６回懇親会費
（＠３千円×３６名）

円
１，０７８，９２３

２５０，０００

１０８，０００

１７０

１，４３７，０９３

円
１，０７８，９２３

２５０，０００

１２０，０００

２００

１，４４９，１２３

１　繰 越 金
　
２　会　 費
　
３　事 業 費
　
４　預金利息
　

合　　計
［収入］１，４３７，０９３円－［支出］３９８，８５０円＝［残額］１，０３８，２４３円（平成２４年度へ繰越）

平成２３年度収支決算

摘　　　要開催場所等事　　業　　項　　目年 月 日
茨苑会館集会室・レストランSHIEN第６回同窓会連合会総会・懇親会Ｈ２３／１０／１（土）

１０万円を茨城大学長へ寄贈学長室「茨城大学の岡倉天心記念六角堂等復興基金」へ寄付Ｈ２３／１２／１５（木）
①会報（第６号）の発行について
②同窓会連合会第６回総会報告について

事務局第２会議室第１８回同窓会連合会幹事会Ｈ２３／１２／１５（木）

発行部数：５，５００部同窓会連合会会報「第６号」発行Ｈ２４／３
①同窓会連合会事業活動について事務局第２会議室第１９回同窓会連合会幹事会Ｈ２４／６／１５（金）
①大学に係る近況報告等について
②各同窓会からの近況報告・要望等について

事務局第３会議室同窓会連合会と茨城大学役員との懇談会Ｈ２４／７／２５（水）

①同窓会連合会第７回総会・懇親会について
②平成２３年度事業・会計報告（案）及び
　平成２４年度事業計画・予算（案）について

事務局第２会議室第２０回同窓会連合会幹事会Ｈ２４／８／３（金）

①平成２３年度事業及び会計報告について
②平成２４年度事業計画及び予算について

茨苑会館第２１回同窓会連合会幹事会Ｈ２４／１０／６（土）

平成２３年度事業報告

支　　　出収　　　入
摘　　　要２４年度予算額２３年度決算額事　　項摘　　　要２４年度予算額２３年度決算額事　　項

郵送代等
会報（第７号）５，５００部
各種消耗品等

懇談会等経費
職域同窓会総会等経費
茨城大学社会連携事業会への寄付
（平成２３年度は六角堂等復興基金への寄付）

円

１０，０００
１５０，０００
１０，０００

１８０，０００
５０，０００
５０，０００
９５８，４４３

１，４０８，４４３

円

５，６８０
１１５，５００

０

１６７，６７０
１０，０００
１００，０００

０

３９８，８５０

１　管理費
　�　通信費
　�　印刷費
　�　事務費
２　事業費
　�　会議費
　�　交際費
　�　寄附金
３　予備費

合　　計

同窓会連合会会費
（＠５万円×５学部同窓会）
　
同窓会連合会懇親会費
（＠３千円×４０名）

円
１，０３８，２４３

２５０，０００

１２０，０００

２００

１，４０８，４４３

円
１，０７８，９２３

２５０，０００

１０８，０００

１７０

１，４３７，０９３

１　前年度繰越金

２　会 費 等

３　事 業 費

４　預金利息

合　　計

平成２４年度予算
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　理学部同窓会では、年度初めの幹事会で活動計画
を決め、常任幹事会が年４回会議を開いて計画の
実施に当たっています。主な活動の一つは、年１回
の同窓会会報の発行で、大学・理学部の近況を伝え
るとともに学生・同窓生のコミュニケーションを
推進するうえで大切な役割を果たしています。昨
年秋には１５号が発行され、約３０００人の同窓生に送
付されました。また、同窓会ホームページは平成
２２年にリニューアルされ、会報と並んで会員同士
のコミュニケーションに貢献しています（URL: 
http://dousoukai.sci.ibaraki.ac.jp/）。在学生と卒業
生との交流のために、平成１８年度に「在学生との交
流推進委員会」を設置し、在学生による会報への寄
稿、各界で活躍する同窓生による講演会などを行っ
ています。理学部同窓会には京水会（東京）などい
くつかの支部があり、各地で活動しています。水戸

市とその近隣地区における会員同士の交流を推進す
るために、平成２３年６月に理水会が発足しました。
昨年の第２回理水会は、瑞宝中綬章を受章された理
学部同窓で茨城大学名誉教授・荷見守助先生の叙勲
のお祝いを兼ねて盛況な会となりました（写真は荷
見先生）。
　同窓会の活動には大
学と在学生、卒業生を
結ぶ架け橋としての役
割が求められていま
す。１５名の委員からな
る常任幹事会は、同窓
の方々を結ぶ絆であり
たいと思っています。

理学部同窓会常任幹事　山村　靖夫

　昨年７月に、文理・
人文学部同窓会の会長
に選任された、昭和４４
年卒の土田惣一です。
　我が同窓会も、他の
同窓会と同様、先輩・
同輩・後輩が、旧交を
温めると共に、内外の
諸問題を語り合う中
で、今社会から見直さ
れている「絆」を確か

め、強めていけるよう、総会や理事会等開催時の講
演＆懇親交流会に力点を置いて活動をしておりま
す。また、先輩・後輩の交流の架け橋の基とも言え
る卒業生名簿（平成２３年版）を発刊した他、同窓会
会報（毎年５月発行）が今年で第３０号を重ね、ホー
ムページも平成２４年にリニューアルをするなど、一
歩一歩ではありますが、情報交流の場の整備にも努

めているところであります。
　加えて、同窓会としては、学部・在学生が、地域
との結びつきを強め、在学生が活性化し、社会の中
でより存在感が高まるよう支援していくことも大切
でありますので、①学部及び地域の企業団体と共
同・協力をして頂き、「働く意義・学ぶ意味」をテー
マとした後期講座「地域連携論」を開講すると共に、
１１月には公開シンポジュームと就職模擬面接を行い
ました。②また、在学生の士気高揚と同窓会認知度
を高めるため、第２回目となる学生懸賞論文を募集
し、平成２４年１２月に表彰式（最優秀賞１名、優秀賞
２名、佳作３名）を行ったところであります。
　これからも、同窓生仲間の参加協力を増やしなが
ら、学部・在学生を支援する事業に、もっと工夫を
凝らし、少しでも学部・在学生が社会の中で存在感
を発揮できるよう寄与していく考えですので、引き
続きご指導ご支援をお願い致します。

文理・人文学部同窓会会長　土田　惣一
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　茨城大学図書館では、これまで新入生のための図
書館利用ガイダンス、大学院修士課程での学術情報
リテラシーの授業、一般市民への図書の貸出、公共
図書館との相互貸出、所蔵史資料の公開展示などを
積極的に行ってまいりました。このような成果を評
価していただき、茨城大学図書館本館は、３０年ぶり
に新館を建設、ならびに既存の建物の耐震改修を行
うこととなりました。
　新館にはラーニングコモンズ、グループ学習室、
パソコンコーナー、研究発表や講演会用のライブラ
リーホール、ライブラリーカフェなどが設けられ、
既存の図書館には明るい閲覧室、研究ブース、収蔵
力をアップした集密書庫や展示室と収蔵庫などがで
きます。明るく開放的で、使いやすく快適な空間を
提供できるようになります。
　もちろん、これまで図書館職員が取り組んできた
サービスも維持し、とりわけ「学習支援」をテーマ
に、工学部分館・農学部分館においても、図書や雑
誌の検索方法、電子ジャーナルやデータベースの利

用法はもとより、
レポートのまとめ
方までの講習会
を、さらに充実さ
せたいと思ってお
ります。
　平成２６年４月の
リニューアルオー
プンには、「写真
でたどる茨城大学
史」を展示する予
定です。同窓会の
皆様には、大学内
で撮影した学園祭
やサークル活動、研究室での実験中などの写真をお
持ちでしたら、ぜひ図書館利用支援係（電話：０２９－
２２８－８０７６）までお知らせください。複写した後、お
返し申し上げます。ご協力の程、お願い申し上げま
す。
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茨城大学図書館長　小野寺　淳
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〒３１０－８５１２　水戸市文京２－１－１
電話：０２９－２２８－８００７　FAX：０２９－２２８－８０１９

茨城大学HP
　http://www.ibaraki.ac.jp/
茨城大学同窓会連合会HP
　http://www.ibaraki.ac.jp/generalinfo/alumnus/union/

名誉会長　池　田　幸　雄（ 茨 城 大 学 学 長 ）
顧　　問　田　代　尚　弘（ 茨 城 大 学 副 学 長 ）
顧　　問　神　永　文　人（ 茨 城 大 学 副 学 長 ）
会　　長　臼　井　敏　雄（ 多 賀 工 業 会 会 長 ）
副 会 長　土　田　惣　一　（文理・人文学部同窓会会長）
副 会 長　堀　川　賢　壽　（ 教育学部同窓会会長）
副 会 長　久保田　益　充　（ 理学部同窓会会長 ）
副 会 長　赤　塚　尹　巳（ 農学部同窓会会長 ）

代表幹事　大　貫　　　仁　（多賀工業会理事、幹事長）
幹　　事　糟　谷　政　和　（文理・人文学部同窓会幹事長）
幹　　事　佐　藤　瑛　一　（教育学部同窓会幹事長）
幹　　事　山　村　靖　夫　（理学部同窓会常任幹事）
幹　　事　栗　原　和　美（ 多 賀 工 業 会 理 事 ）
幹　　事　黒　田　久　雄　（ 農学部同窓会幹事長 ）
会計監事　長谷川　守　文　（ 農学部同窓会幹事 ）
会計監事　佐久間　　　隆　（理学部同窓会常任幹事）
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　今年度より、同窓会連合会長は、工学部卒業生の
臼井敏雄様となりました。今までの２年間運営にあ
たられました前同窓会連合会久保田会長および佐久
間代表幹事には厚く御礼申し上げます。
　大変厳しく、住みにくい世の中になっておりま
す。アベノミクスにより日本の経済が上向き、災害

復興が一段と進むことを期待します。世に有為な人
材の輩出と独創的研究成果の発信とを通して、本学
は、活気と希望に満ちあふれた日本の再構築に寄与
して行く義務があります。
 （平成２５年３月　大貫　　仁）
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　第７回総会にてご承認をいただきました「茨城大学社会連携事業会」への寄付については、遺漏なく執
り行いましたのでご報告いたします。今後の茨城大学の諸活動に少しでもお役に立てれば同窓会連合会と
しても幸いに存じます。
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茨城大学 理事・副学長（学術）

神永　文人

春の風景“阿見キャンパス” 再建された茨城大学五浦美術文化研究所“六角堂”

　同窓会会員の皆様には日頃よ
り茨城大学の教育と研究の発展
のために多大なる御支援を賜っ
ておりますこと、厚く御礼申し

上げます。
　現在茨城大学は、今年６月に政府から発表されま
した「大学改革実行プラン」を意識しながら、さま
ざまな改革を行っているところですが、その１つと
して、大学および各学部の「ミッションの再定義」
に取り組んでいます。
　そのミッションの重要な視点として、大学憲章に
も謳われているように、「地域から信頼される大学
を目指す」を挙げることができます。そのための具
体的行動として、社会・地域連携活動を今以上に活
発に効果的に展開する必要があります。これまで
は、共同・受託研究や講演会・講習会などを通じて
の研究成果の発信により地域に貢献することが主で
あったと思います。これまでの貢献活動に加えて、
地域と一緒になって連携活動を行い、大学も地域も
共に発展していくことが重要であると考えていま
す。また、現在求められている学習意欲向上や主体
的学習という観点でも、学生を巻き込みながら教育
にフィードバックする連携活動を実施することも必
要です。社会・地域連携を展開する点で、広い情報
網やネットワークを持っている連合会に期待すると
ころは非常に大きいと思います。社会・地域連携に
関して、今後皆様のご助力をお願いするかもしれま
せんので、その節には、ご協力のほどよろしくお願
いいたします。

　茨城大学同窓会連合会会長

 臼井　敏雄

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長にににににににににににににににににににに就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任ししししししししししししししししししししてててててててててててててててててててて第４代会長に就任して 大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら――――――――――――――――――――社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携にににににににににににににににににににに関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関すすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるる同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへのののののののののののののののののののの期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待大学から―社会・地域連携に関する同窓会連合会への期待

　　平成２４年１０月の茨城大学同
窓会連合会の第７回総会におい
て、久保田益充前会長の後任と
して会長に指名されました多賀

工業会（工学部同窓会）会長の臼井敏雄です。その
責任の重さを痛感しているところでございます。よ
ろしくお願い申し上げます。
　本会は各学部の全同窓会と地域や職域の同窓会が
連携・交流することにより、全員が茨城大学の卒業
生であることを自覚し誇りを持ち、ひいては茨城大
学の発展に寄与することを目的としております。　
　一昨年の東日本大震災では、茨城大学は工学部を
はじめ各所で大きな被害を受けましたが、現在は順
調に復旧されました。この間ご尽力いただいた教職
員の皆さんや関係者の皆様に心から敬意を表したい
と思います。また、北茨城市五浦にある茨城大学管
掌の「六角堂」の再建は茨城の復興のシンボルとし
てマスコミで大きく取り上げられました。
　現在茨城大学では地域振興と社会貢献を重要視し
て運営されています。これらをより具体化して行く
段階では卒業生が係われるテーマが数多く存在する
と思われます。そのためには大学側との情報交換を
密にしていくことが必要不可欠であります。本会が
その橋渡し役を担えるようになれれば嬉しい限りで
あります。
　引き続き会員皆様のご理解とご支援をよろしくお
願い申し上げます。




